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東 北 大 学 工 学 部 化 学 1 学 科 を 卒 業
非 水 溶 液 化 学 研 究 所 研 究 補 助
文 部 教 官 ( 助 手 )
助 教 授 に 昇 任
工 学 部 ( 応 用 化 学 科 ) に 配 識 換 と な り
昭 和 3 7 年 4 月 か ら 応 用 化 学 第 一 講 座 ( 現 在 の 無 機 工 業 化 学 謡 座 ) を 描 仟
教 授 に 昇 任 さ れ 現 杠 に 至 っ て い る 。昭 和 3 8 年 3 月
、
? ?
? ? ?
?
? 、 ?
A 研究論文
1 液体アンモニア中における無機化学反応に関する研究
、液体アンモニア中でナトリウム・アザイドの製造'第2報'ナトリウム.アザ1 -1
イドの収率'
工業化学雑誌 54,493a鮖1)
、硝酸アルカリ液体アンモニア溶液の電解にっいて"第1報'硝酸塩と金属との1 ・・-2
反応'
工業化学雑誌 56,8 a953)
1 -3 伺上第2報'硝酸ナトリウムの電解'
工業化学雑誌騎,5部a953)
、シアン酸ナトリウムの液体アンモニアによる精製について'1 ・-4
工業化学雑誌 58,242a鮖5)
、金属カルシウム液安溶液のアミド化速度と蒸気圧'1 -5
工業化学雑誌 60,1438a957)
研 究 業
Ⅱ亜硫酸塩を主とする低級イオウ化合物の不均化反応および湿式銅製錬に関する研究
Ⅱ一1 、低級イオウ酸索酸塩類の自己酸化反応に関する研究'
山第1穣、マグネシウム低級イオウ酸素酸塩の自己酸化"
工業化学雑誌 61,662a鮖8)
②第2報、亜硫酸マグネシウムおよびチオ硫酸マグネシウムの加熱分解'
工業化学雑誌 61,667a鮖8)
B}第3報'亜鉛低級イオウ酸素酸塩の自己酸イビ
日本化学雑誌 81,529a960)
④第4報、低級イオウ酸索酸塩アルミニウムの自己酸化'
日本化学雑誌 81,1814a96の
⑤第5耀、亜硫酸の自己酸化反応とその酸化還元電位'
日本化学雑誌 81,1818 a96の
Ⅱ一2 、亜硫酸アンモニウムを用いる湿式銅製錬に関する研究'
住)第1帳、硫酸銅と亜硫酸アンモニウムとの反応によウて生成する亜硫酸銅およびそ
のアンモニウム複塩'
工業化学雑誌 61,20田 a96D
②第2報'硫酸銅アンミン錯塩の二,三の性質'
旭硝子1業技術奨励会報告 6,25 a960)
績
2信 )
第 3 穣 、 ア ン モ ニ ア 水 に よ る 硫 化 銅 鉱 の 酸 素 加 圧 浸 出 ,
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 報 告  6 , 3 9 a 9 6 の
第 4 報 、 硫 酸 銅 の 亜 硫 酸 お よ び 唖 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム に よ る 還 元 平 衝 '
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 帳 告  7 , 2 7 a 9 6 D
第 5 帳 ' 硫 酸 銅 の 亜 硫 酸 に よ る 還 元 反 応 速 度 '
工 業 化 学 雑 誌  6 7 , 9 船  a 9 6 4 )
第 6 穀 、 複 雑 硫 化 鉱 を 原 料 と す る 湿 式 銅 製 錬 ,
工 業 化 学 雑 誌 朋 , 1 8 5 1 a 9 6 5 )
第 7 報 、 不 銹 鋼 の 高 温 度 嚴 性 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 に よ る 腐 蝕 "
工 業 化 学 雜 誌  7 0 , 4 1 9  a 9 6 7 )
第 8 報 、 イ オ ン 交 換 膜 に よ る 硫 酸 と 硫 酸 銅 の 相 互 分 籬 '
工 業 化 学 雑 誌  7 3 , 8 8 6 ( 1 9 7 0 )
第 9 報 、 硫 酸 銅 の 亜 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 還 元 に よ る 粉 末 金 属 銅 の 製 造 "
工 業 化 学 雑 誌  7 4 , 5 3 9  a 9 7 D
゛ T h e  f o r m a t i o n  c o n d l t l o n s  a n d  t h e  p r o p e r t i e s  o f  c o p p e r ,  z i n c ,
S U ] f i t e s 'a m l n o n l u l n
B U Ⅱ .  c h e m .  S O C .  J n p . , 3 9 , 袷  a 9 6 印 ( 日 本 化 学 会 欧 文 誌 )
' A  l w w  h y d r o m e t a Ⅱ U r g y  o f c o p p e r '
T e c h .  R e p .  T o h o k u  〔 h l v ' , 2 9 , 1 5 7  a 9 6 4 ) ( 東 北 大 学 」 二 学 假 告 )
④
⑤
旧 )
⑦
⑧
⑨
⑩
田 )
Ⅲ レ ア ー メ タ ル の 製 錬 に 関 す る 研 究
Ⅲ 一 1 ' ビ ス マ ス の 湿 式 製 錬 に 関 す る 研 究 '
山 第 1 般 、 硫 化 銅 鉱 中 の ビ ス マ ス の 硫 酸 浸 出 '
工 業 化 学 雑 誌  7 3 , 1 8 0 7 a 9 7 の
② 第 2 報 ' バ ク テ リ ア 在 用 い る ビ ス マ ス 含 有 鉱 イ 〒 の 浸 出 '
1 業 化 学 劉 t 誌  7 3 , 1 8 1 1 ( 1 9 7 0 )
{ 3 } 第 3 帳 、 硫 峻 ビ ス マ ス ー 硫 酸 鉄 一 硫 酸 混 合 溶 液 か ら の ビ ス マ ス の 沈 殿 回 収 '
王 業 化 学 雑 誌  7 4 , 1 7  a 9 7 1 )
叫 ) 第 4 穣 " 硫 酸 ビ ス マ ス ー 硫 安 一 ・ 硫 巖 糸 の 相 互 溶 解 度 と ビ ス マ ス の 翫 1 式 製 錬 プ ロ レ く
の 試 案 '
工 業 化 γ 判 : 誌  7 4 , 1 7 7 6  a 9 7 D
( 5 ) ゛ A  鵡 W .  h y d t o m e t a Ⅱ U r g y  o f  b i s m u t h '
T e c h .  R e p .  T o h o k u  u n i v . , 謁 , 6 9 9  a 9 7 3 )
( 6 ) ' N e w  s u l f u r ・ o x i d i z i 1 壌  b a c t e r i a l  c a p a b ] e  o f  g r o w i n g  h e t e r o t r o p h i c a H y ,
7 h i o b 4 ι i 1 1 1 ι S  f 郡 b e 1 1 1 ι S  n o  v .  S P .  a  n d  7 h l o h 4 C i 1 1 ι ι S  d e 1 1 C 4 i 1 ι S  n o v .  S P . '
醗 酵 工 学 雑 誌  5 4 , 1 8 1 a 9 7 6 )
{ フ } ゛ o x i d a t i o n  o f  i n o r g a n i c  s u l f u r  c o m p o u n d s  b y  7 h i o h a C 1 1 h ψ
醗 酵 工 学 雑 誌  5 4 , 3 6 1  a 9 7 6 )
Ⅲ一2 "マンガン・ノジュールの処理に関する研究'
住)第1報、亜硫酸アンモニウム水溶液によるマンガン・ノジュールからの銅,ニツケ
ルおよびコバルトの浸出'
日本化学会誌 1974,2081
(2)第 2報、硫酸によるマンガン・ノジュールからの銅,ニツケルおよびコパ'ルトの浸
出'
日本化学会誌 1975,2081
13}第 3報、粗砕マンガン・ノジュールの硫酸浸出とその浸出速度"
日本化学会誌 19刀,1Ⅱ3
④第4帳、溶媒抽出によるマンガン・ノジニールの硫酸浸出液からの銅の回収'
日本化学会誌 19刀, H19
⑤第5綴、アンモニア・'アンモニウム塩一炭水化物混合溶液によるマンガン・ノジユー
ルからの銅,ニッケルおよびコバルトの浸出'
日本化学会誌 19刀,1462
⑥第6報、アンモニアアルカリ性溶液中のニッケルLⅨ餌Nによる溶媒抽出'
日本化学会誌 1979,備
⑦第7桜、深海底泥士によるマンガン・ノジュール硫酸浸出液の中和処理'
円本化学会誌 1980,1181
侶}第8桜、硫酸ニッケノレおよび硫酸コバノレト水溶液からのニツケノレおよびコパ'ノレトの
セメンテーシヨン'
日本化学会誌 1981,1239
⑨、塩酸中における唖硫酸または塩化鉄(Ⅲ)による合成ニツケル硫化物の浸出'
口本化学会誌 19船,1131
Ⅱ0)、The precipitation of Ni3S2 h、om sulfate solUれons'
MetaⅡUr8ical TransactionS 15B,609 a984)
m)、塩峻溶液中におけるNi3S2- Nis-CU2S からなる合成硫化物の酸素加圧浸出'
口本化学会誌 1984,4四
Ⅲ一3 タングステンの湿式製錬に関する研究
山、アンモニア性りン酸アンモニウムによるタングステン鉱石の加圧浸出'
門本化学会誌 1973,1874
3
Ⅳ環境浄化に関する研究
Ⅳ・・1 Υム'j東・f価鹸峻化'"勿の化学反応に関する研究'
(1he chenⅡCal behaⅥor oflow valence suHur compounds')
(1)蛸 1{U ゛oxidahon of elementa] SUHur with compressed jn aqueous
an〕1"unia s0111non'
BU11. chem. SOC. Jpn.,謁,1596 a965)
4イ 2 ) 第  2 報 、 T h i n ・ 1 a y e t  c h r o m a t o g r a p h i c  s e p a r a t i o n  a n d  p h o t o m e t r i c
d e t e r m i n a t i o n  o f l o w  v a l e n c e  s u l f u r  c o m p o u n d s '
B U I ] .  c h e m .  S O C .  J  p n . , 4 3 , 1 3 6 0  a 9 7 の
( 3 ) 第 3 報 焦 P r o d u c t j o n  o f  a m m o n j u m  s u l f a m a t e  b y  t h e  o x i d a t i o n  o f
t h j o s u H a t e 'a l n m o n l u l n
B U 1 1 .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 3 , 1 3 価  a 9 7 の
f 4 } 第 4 幸 長 ゛ T h e  s o l u b i l i t y  o f  a m m o n i u m  t h j o s u l f a t e  i n  a q u e o u s  a m m o d a "
B U Ⅱ .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 3 , 1 5 6 8  a 9 7 の
1 5 ) 第 5 穣 ' D e c o m p o s i t i o n  a n d  o x i d a t i o n  o f t e t r a t h i o n a t e  i n  a q u e o u s
a m m o n i a  s o ] u t i o n '
B U 1 1 .  c h e m  .  S O C .  J  p n . , 4 3 , 1 3 7 2  a 9 7 の
イ 6 ) 第 6 般 ' D e c o m p o s i t i o n  o f t e t r a s u H u r  t e t r a n i t r i d e  i n  a q u e o u s  a m m o t i a
S o l u t i o n '
B U U .  c h e m 、  S O C .  J p n 、 , 4 3 , 3 4 四  a 9 7 0 )
1 7 ) 第 7 報 ' T h e  o x j d a t i o n  o f a m m o n i u m  s u H i d e  a n d  a m m o n i u m  s u l f i t e
W i t h  c o m p r e s s e d  o x y g e n '
B U 1 1 '  c h e m .  S O C .  J  p n . , 4 4 , 2 4 3 4  a 9 7 D
( 8 ) 弔 8 假 、 T h e  o x i d a t i o n  o f s o d i u m  t h i o s u H a t e  l v l t h  o z o n e "
B U 1 1 .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 6 , 3 7 8 5  a 9 7 3 )
円 ) 第  9  報 、 p h o t o m e t r i c  d e t e r m 】 n a t i o n  o f  t h i o s u H a t e ,  t r i t h i o n a t e  a n d
t e t r a t h i o n a t e  i n  m i x t u r e '
B U 1 1 .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 6 , 1 7 9 9  a 9 7 5 )
( 川 第 1 0 幸 艮 " D i s p r o p o r t i o n a t i o n  o f  t h i o s u H a t e ,  t r i t h i o n a t e ,  t e t r a t h i o n a t e
a n d  s u l f i t e  u n d e r  a c i d i c  c o n d i t i o n s '
B U 1 1 .  c h e m .  S O C .  J  p n . , 4 9 , 7 0  a 9 7 6 )
⑪ 第 Ⅱ 偲 、 チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム お よ び 二 , 三 の 低 級 硫 黄 化 合 物 水 溶 液 の 電 解 酸 イ ヒ
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 5 , 1 7 2 2
⑫ 第 1 2 報 ' チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 の 過 酸 化 水 素 酸 化 お よ び 次 西 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム
酸 化 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 5 , 1 9 田
Ⅱ 3 ) ' E l e c t r o l y t i c  o x i d a t i o n  o f  s o d i u m  t h i o s u l f a t e  s o l u t i 0 が
C h e m i s t r y  L e t t e r s , 1 9 7 4 , 3 1 9
⑭ ' 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 の 酸 化 防 止 剤 に 関 す る 研 究 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 4 , 8 7 4
Ⅳ 一 2  ' ジ チ オ ン 酸 の 生 成 と 分 解 に 関 す る 研 究 "
山 第 1 報 、 亜 硫 酸 塩 水 溶 液 の 酸 素 酸 化 に お け る ジ チ オ ン 酸 の 生 成 "
日 本 化 学 会 誌  1 9 刀 , 1 1 2 4
② 第 2 報 、 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム と 鉄 ( Ⅲ ) - e d 捻 錯 体 の 反 応 に よ る ヂ チ オ ン 酸 イ オ ン の
生 成 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 8 , 3 6 1
信)第3報、ジチオン酸ナトリウムのアルカリおよび酸加水分解反応"
日本化学会誌 1978,1221
④第4報、亜硫酸ナトリウムの二酸化窒素による酸化とこの反応系で生じる窒素一硫
黄化合物の分別定量法'
日本化学会誌 1979,869
⑤第5報、鉄(Ⅱ)-edta錯体存在下における亜硫酸ナトリウムの一酸化窒素による酸
化'
日本化学会誌 1980,1別
⑥第6報、金属(Ⅱ)アミン錯体ジチオン酸塩の塩化ナトリウム水溶液に文すする溶解度'
日本化学会誌 1981,1082
⑦第7級、金属(Ⅱ)アミン錯体ジチオン酸塩の熱分解および加水分解'
日本化学会誌 1981,1087
⑧・湿式排煙処理におけるジチオン酸の生成と分解に関する研究"
旭硝子工業技術奨励会報告 34,329 a979)
⑨、The precipitation、spectrometric determination of dithionate lons
With bis (diethy]enetriamine) nickel (Ⅱ) chloTide solution'
BUI]. chem. SOC. J pn.,56,35Ⅱ a983)
Ⅱ0)焦The oxidatjon ofiron (Ⅱ) SUHate with suHur dioxide and oxygen
mlxtures'
BUⅡ. chem . SOC. J pn.,57,2082 a984)
Ⅳ一3 、マンガンのオキソ酸塩を用いる窒素酸化物の除去に関する研究'
住)第1級、窒素酸化物とマンガンのオキソ酸塩との反応'
日本化学会誌 1974,1461
②第2報、亜硝酸イオンのアルカリ性過マンガン酸カリウムによる酸化反応速度'
日本化学会誌 1974,1425
B)゛The formation and some properties of hydrous manganese (1V)
Oxideが
BU]1. chem. SOC. Jpn.,53,525 a98の
(1V) oxide'(4)'uptake ofzinc ion by hydrous manganese
BUI]. chem. SOC. Jpn.,54,1251 d981)
(5)、The lnauence of additives on the decomposition of an alkahne
manganese (Ⅶ) solutjon"
BUⅡ. chem. SOC. Jpn.,55,9飴 a982)
(61 ゛1nhibitjon of catalytic decomposition of acid permanganate
Solutlons'
Ind. Eng. chem. ptod. Res. Dev.,21,662 a982)
Ⅳ一4 "オゾン酸化ーアルカリ吸収一電解還元による脱硝'
山第1報、オゾン酸化ーアルカリ吸収による窒素酸化物の除去"
日本化学会誌 1976,1376
5
6② 第 2 搬 " 二 段 法 オ ゾ ン 酸 化 ー ア ル カ リ 吸 収 に よ る 窒 素 酸 化 物 の 除 去 ,
日 本 化 学 会 誌  1 9 刀 , 1 5 6 0
Ⅳ 一 5  脱 硝 に 関 す る そ の 他 の 研 究
( 1 ) ' F o r m a t i o n  o f  h y d r o x y l a m i d o  b i s  ( S U H a t e  )  i o n  b y  t h e  a b s o r p t i o n
O f  N o  i n  a q u e o u s  s o l u t i o n s  o f  N a 2 S 、  c o n t a i n i n g  F e l 、 e d t a  c o m p l e x '
I n d .  E n g .  c h e m .  p r o d .  R e s .  D e v . , 2 3 , 2 6 2  a 9 8 4 )
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 報 告  4 7 , 3 0 3  a 9 8 5 )
Ⅳ 一 6  マ ン ガ ン の オ キ ソ 酸 塩 を 用 い る 脱 臭 に 関 す る 研 究
仕 ) ' 酸 性 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 溶 液 に よ る 悪 臭 物 質 の 除 去 "
公 害 と 対 策  1 4 , 1 1 2 8  a 9 7 8 )
V  肥 料 お よ び 無 機 工 業 薬 品 の 製 造 に 関 す る 研 究
V - 1  硫 黄 の 酸 化 に よ る 硫 安 お よ び ス ル フ ァ ミ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 製 造 に 関 す る 研 究
( 前 掲 Ⅳ 一 1  に 包 含 )
V - 2  ' ミ ヨ ウ バ ン 石 の 利 用 に 関 す る 研 究 '
樹 第 1 報 ' ミ ヨ ウ バ ン 石 と ケ イ 酸 の 浮 選 分 寓 膨
_ 〔 業 化 学 雑 誌  7 0 , 2 2 3 9  a 9 6 7 )
1 2 } 第 2 報 、 ア ン モ ニ ア 水 に よ る ミ ヨ ウ バ ン 石 の 加 圧 浸 出 '
工 業 化 学 雑 誌  7 0 , 2 2 4  a 9 6 7 )
B } 第 3 蝦 ' ミ ヨ ウ バ ン 石 の 安 水 浸 出 残 分 の ア ル カ リ 処 理 ,
工 業 化 学 雑 誌  7 2 , 3 2 7 a 9 6 9 )
V - 3  カ リ ・ り ン 酸 肥 料 製 造 に 関 す る 研 究
壮 ) ' り ン 鉱 石 の カ セ イ カ リ 処 理 ,
工 業 化 学 雑 誌  7 1 , 1 6 1 1 a 9 6 8 )
V - 4  ' ク ロ ム 酸 ナ ト リ ウ ム の 製 造 に 関 す る 研 究 '
住 ) 第 1 報 ' ク ロ ι 、 鉱 石 の 溶 融 ナ ト リ ウ ム 塩 分 解 の 反 応 速 度 お よ び 反 応 機 1 膨
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 4 , 5 4
② 第 2 報 ' ク ロ ム 鉱 石 の 溶 融 ナ ト リ ウ ム 塩 に よ る 分 解 条 件 ,
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 4 , 4 6 9
1 3 } 第 3 報 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 お よ び メ タ ノ ー ル 水 溶 液 中 の ク ロ ム 酸 ナ ト リ ウ ム
の 溶 解 度 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 4 , 1 2 2 4
④ 第 4 報 ' ク ロ ム 鉱 石 の 溶 融 ナ ト リ ウ ム 塩 分 解 反 応 生 成 物 の メ タ ノ ー ル に よ る 浸 出 ,
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 5 , 1 4 9 1
V - 5  、 マ ン ガ ン の オ キ ソ 酸 ア ル カ リ の 製 造 に 関 す る 研 究 ,
住 } 第  1 般 、 マ ン ガ ン 鉱 石 の 溶 融 カ リ ウ ム 塩 分 解 に よ る マ ン ガ ン ( V ) 酸 カ リ ウ ム 生 成 反
応 の 基 礎 的 研 究 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 乃 , 2 別
② 第2報、含水二酸化マンガン(Ⅳ)のアルカリ性過マンガン酸カリウム溶液による酸
イビ
日本化学会誌 1980,脚8
信)第3帳、アルカリ性含水酸化マンガン(Ⅳ)懸濁液の電解酸化'
日本化学会誌 1980,1830
V -6 、塩酸法による高純度チタン白の製造'
(軍Manufacture of high pure titanium(1V) O×1de by the ch】oride
method')
任)第 1耀'Kinetic study on leaching ofilmenite ore in concentrated
hydrochlorjc acid solution'
BUH. chem. SOC. Jpn.,55,1934 a982)
(2)第 2報'selective extraction oftitani口m(1V) and iron (Ⅲ)丘om
hydrochloric acjd leaching liquor of ilmenite ore by tributyl
P hosphate'
BUⅡ. chem. SOC. J pn.,56,1832 a983)
B)第 3 報'precipltation ot hydrous titanium(1V) oxide in hydroch]oric
acid solutjon at elevated temperature'
BU11. chem. SOC. Jpn.,57,1388 a984)
V-7 石炭を原料にし九べンゼンカルポン酸,シュウ酸およびオキサミド製造に関する
研究
ーー、石炭の液相酸化に関する研究'
住)第1報'高温アルカリ水溶液中における石炭の硝酸塩酸化'
日本化学会誌 1982,1800 ; Energy developments inJapan.フ,165 a984)
②第2殻'YaⅡOurn炭の濃厚水酸化ナトリウム中における酸素酸化によるシユウ酸
の生成'
日本化学会誌 1983,690
(3)第3報、YaⅡOurn炭の酸素酸化生成物からのシユウ酸ナトリウムの分離'
日本化学会誌 19船,1488
④第4報'シユウ酸ナトリウムー炭酸水素アンモニウムー水系の平衝と複分解反応'
日本化学会誌 1984,1Ⅱ4
⑤第5報、シユウ酸アンモニウムー水和物の加熱脱水によるエタンジアミドの生成'
日本化学会誌 1984,1122
⑥第6帳、YaⅡOurn炭の酸素酸化におけるシユウ酸の生成過程'
日本化学会誌 1984, N18
{フ}'production of oxalate by the oxidation of coal with oxygen in a
Concentrated sodium hydroxide so]ution'
Ind. Eng. chem. prod. Res. Dev.,23,648 a984)
7
8Ⅵ そ の 他 の 研 究
Ⅵ 一 1  燐 酸 塩 に よ る 金 属 表 面 処 理 に 関 す る 研 究
( 1 ) ' 1 n a u e n c e  o f  j m p u r i t i e s  o n  p h o s p h a t e  c o a t i n g  f o r m a t i o n
B U ] ] .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 2 , 1 5 5 5  a 9 6 9 )
恰 } 、 c r y s t a l  g r o w t h  o f t h e  p h o s p h a t e  c o a t i n g  o n  i r o n  a n d  s t e e l
B U ] 1 .  c h e m .  S O C .  J  p n . , 4 2 , 1 3 0 4  a 9 6 9 )
{ 3 } 、 u l t r a s o n i c  e f f e c t  o n  p h o s p h a t e  c o a t i n g  f o r m a t i o n '
B U U .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 3 , 2 3 6 4  a 9 6 9 )
1 4 } ' c o r r o s i o n  r e a c t i o n  o f  i r o n  i n  p h o s p h o t i z i n g  s o ] u t i o n
B U I ] .  c h e m .  S O C .  J  p n . , 4 4 , 1 0 0 7  a 9 7 D
侶 ) 、 c r y s t a l  g r o W 加  o f  β 、 h o p e i t e  o n  (  0 0 0 1 ) p l a n e  o f a  s i n g l e  c r y s t a l  o f  z i n c '
B U I ] .  c h e m .  S O C .  J p n . , 4 5 , 1 7 2 0  a 9 7 2 )
⑥ 、 金 属 の り ン 酸 塩 皮 膜 処 理 に 関 す る 基 礎 的 研 究 '
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 報 告  2 0 , 1 9 3 a 9 7 2 )
S o l u t i o n  a t 村
Ⅵ 一 2  ' s o l u b i l i t y  o f h e x a a m m i n e n i c k e l c o m p l e x e s  i n  a q u e o u s
( Ⅱ )
t h e r m a l  d e c o m p o s i t j o n  o f  a m m i n e  c o m p l e x e s  o f  n i c k e ]
B U 1 1 、  c h e m .  S O C .  J p n . , 5 1 , 2 3 1 0  a 9 7 8 )
Ⅵ 一  3  、 L i 2 0 、 M O 0 3 系 お よ び L i 2 0 ・ V 2 0 5 系 フ ラ ッ ク ス 法 に よ る エ メ ラ ル ド の ネ ロ 舶 成 長 "
日 本 化 学 会 誌  1 9 7 9 , 1 4 8 9
Ⅵ 一 4  、 T h e  t h e r m a l  d e c o m p o s j t i o n  o f  m a n g a n e s e  ( Ⅲ )  p h o s p h a t e
m o n o h y d t a 加 '
B U 1 1 .  c h e m .  S O C .  J p n . , 5 6 , 2 8 4 1  a 9 8 3 )
Ⅵ 一 5  、 過 剰 ア ル カ リ の 逆 滴 定 に よ る イ ソ シ ア ン 酸 の 定 量 '
日 本 化 学 会 誌  1 9 8 4 , 1 4 7 3
B
" 無 機 工 業 化 学 '
金 原 出 版 ( 1 9 6 6 ) ( 共 著 )
、 化 学 便 覧 ( 応 H " 扇 ) 、 改 訂 2 版 ,
丸 善  a 9 7 3 ) ( 分 担 編 集 執 筆 )
、 新 実 験 化 学 講 座 ^ 無 機 化 合 物 の 合 成  a リ
丸 善 a 9 7 田 ( 分 担 執 筆 )
ソ ヒ 学 便 覧 ( 応 用 編 ) ' 改 訂 3 版 ,
丸 善 a 9 8 の ( 分 担 編 集 執 筆 )
、 無 機 プ ロ セ ス 化 学 ( 応 用 化 学 シ リ ー ズ 第 6 巻 ) '
丸 善  a 9 8 1 )
2
3
4
5
?
?
6 'クロム^資源とその利用'
内田老鶴圃 a985)(分担執筆)
C 総説類
、新しい湿式銅製錬法の構想'
金属 N0 2,38 (1964)
、最近の湿式銅製錬法'
化学工業 15,763 a964)(共著)
'亜硫酸の化学'
日本鉱業会誌 81,41 a965)
、りン酸塩皮膜処理法およびWash pnmer処理法の進歩"
金属表血技術 15,39a964)(共著)
、鉱石のバクテリア・リーチング'
硫峻と工業 23,328,357,(1970 )(共著)
、高温熱水溶液の化学とその工業的応用'
電気化学 39,258,340 (1971)
、固体の関与する無機化学反応'
日本化学会編・化学総説 NO.9,東京大学出版会 a975)(分担執筆)
、湿式排煙悦硫脱硝で生じる副生物とその処理'
(化学 33,749 〔19袷D
、マンガンノジュールの処理技術'
(化学工業 30,84,206 〔1979 D
'オキサミドの工業的製造法'
(化学 35,660 〔1980D
、石灰を再生し硫黄を副生する石灰^セツコウ式排煙脱硫法'
(石膏と石灰 NQ166,102 a980 D
、右炭灰の肥料への利用'
(化学 36,654 〔19別〕)
2
3
4
5
6
7
8
9
9
10
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